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検討経過

資料７ー２東京都高齢者保健福祉施策推進委員会保険者支援部会

Ⅰ　都によるデータ分析支援

〇「見える化」システムその他の各種データを活用した地域分析を行い、区市町村に提供

〇基本分析について支援が必要な保険者には、都職員による支援を引き続き実施

Ⅱ　区市町村への情報提供

〇国やシンクタンクが作成している手引き等について、区市町村へ周知

〇インセンティブ交付金を用いた比較・課題分析、「取組と目標」の設定や地域支援事業に関する区市

町村の取組状況等に係る情報収集及び情報提供の実施

　Ⅲ　専門家による伴走型支援

〇伴走型支援について検討、実施

　　・PDCAサイクルを活用した自立支援・重度化防止の支援内容を引き続き検討

　　・短期集中予防サービス（サービスC）の伴走型支援実施（R3年度～R5年度）

　　・その他のテーマ、取組における伴走型支援ついて引き続き検討

　Ⅳ　保険者機能強化のための区市町村研修

〇全体研修：専門家を招き、PDCAサイクルの実践的な取組共有や知識技術を提供

〇見える化システム活用研修：基本的操作、地域分析の手法を提供

第8期計画期間の方向性について

第２回 2月

書面開催予定

〇区市町村への支援については、現状も踏まえ、改めて保険者ニーズを把握するため調査を実施

〇調査結果を踏まえ、自立支援・重度化防止に向けた保険者支援策の取組強化（Ⅲ）を目指す

〇従前からの支援（ⅠⅡⅣ）も継続して実施

都の保険者支援の具体的な取組の方向性

これまでの保険者支援部会での検討経過

〇区市町村が保有しているデータを活用した専門的見地からの調査研究の実施や新たな支援ツール等

　の作成（R1第2回部会にて提案）

→保険者ごとに地域課題や設定すべき指標は異なることから都全体の指標を示すことは見送る

〇支援する自治体を選定し、専門家を継続的に派遣（伴走型支援）して地域課題の解決を支援す

　る（R2第1回部会にて提案）

→コロナ禍の現状を踏まえると、昨年度とは保険者の状況が異なるため、再度保険者にどういった支援が

　必要なのか聞く必要がある

第３回３/１６

（中止）


